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策界249　　　　　　宇宙空間に於ける星の光の選揮吸牧　　　　　　　　　77
に，字宙にはガス挑心や，暗黒星霧があって，其のために，銀河外の渦巻き星
霧の見える天魔と見えない天室との境界線をクツキリと表はしてみる・この二
つめ原因により，吾々の銀河宇宙の直経が・以前には，2倍も3倍も大きいもの
と誤解されてみたのである・
　星の光を吸牧する微粒子の粒々の大きさは，眼に見える光の波長の程度であ
るが，しかし，暗黒星霧の或る部分では，一般吸牧作用を起すほどに大粒のも
のもある．叉，吸牧物質の分布は非常に不規則であって，ために，多くの擬測
寝たちの結果が，一致しないことが多い．故に，眞相を知るためには，今後更
に徹底的に！移しい槻測が行はれなければならない．
　　　　　　　大話プラ象タリウムの出題（一般用＞
1月：地球とガリレイ
　　　ガリレイと地動詮，地球の紬縞検査
2月歴史の：夜・室
　　　頭註の室や日本歴史上の夜鳴（歳差現象）
3月　戦　線　の　星
　　　北満，佛印，赤道職線の星室，天文の夏用方面
4月　曉の‘‘美の女神，，
　　　金星の紳話，遊星の世界など
5月　無限の生命
　　　太陽の解剖，人生と太陽黒鮎の爾泌
6月　ド．イツの「星と生活」
　　　科畢する國ドイツの天文，天文の教育と實用化の實例
7月　海　　と　　星
　　　航海や画室に天文は重要，叉潮汐の寒明
8月　太陽の故郷（ふるさと）
　　．天に輝く百億の太陽，星の大都市，銀河，宇宙など
9月北極の日食
　　　北極の星室，九月10日北極方面の部分日食
1⑪月　大阪（なには）と天文（ほし）
　　　大阪の暗岩者高橋至時，間長涯とプラネタリウム
望1月　百年後の今日
　　　プラネタリウムの100年後の正確な遊星運行圃及び一萬年後の歳差
1燗　一丁一十一の天の燈蔓
　　　21の一等星の物理と物語，戸籍調べ　　　　　　　　（高城生）
